
立命館大学
コロナ禍での学認活用事例

立命館大学
情報システム部 情報基盤課

沼 将博
2021.7.8



はじめに
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本日の発表は、これまで学認に参加しながらも有効に
活用できていなかった本学が、コロナ禍においてキャン
パスへの入構制限がかかる中、必要に迫られ学認を活
用することで学生に学習環境を提供できた、というお話
しです。

本学独自の特別な取り組みなどはなく、これまでに学
認を活用されてこられた大学、関係機関の皆様には、
当たり前のお話ししかございませんので、ご承知おきく
ださい。



大学紹介
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立命館大学
創立：1900年
学生数：35,772名、教職員数：1,416名 (2020.5.1時点)
16学部22研究科
6キャンパス
衣笠キャンパス、びわこ・くさつキャンパス、大阪いばらきキャンパス
朱雀キャンパス、大阪梅田キャンパス、東京キャンパス



コロナ禍以前の学認活用状況
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 2012年7月学認参加
SaaS型LMSを導入するにあたり、学内の既存Webシス
テムとSSO連携させるために学認参加(※学内の既存
Webシステムは別SSO製品を導入済み。学認IdPで専用
モジュールを動作させ連携)
 ～2020年3月
上記SaaS型LMS以外のSP利用は1件のみ(試験利用)
学認を十分活用できておらず、学認IdPの運用コストを
踏まえ利用停止も検討していた



2020年4月以降のキャンパス状況
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キャンパス入構禁止
4/8～5/30

※特定条件のみ可

Web授業
5/7～

休講
4/8～5/6

対面授業
部分的再開

9/28～

BCP活動レベル4 BCP活動レベル3 BCP活動レベル2
5/8 6/1 7/1 1/18

キャンパス入構制限
6/1～

※段階的に緩和

一部対面授業再開
6/27～

4/7～5/21
緊急事態宣言(京都・大阪)
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2020 2021
4/8



VPNの接続上限問題
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5/7～Web授業開始

Web授業が開始され、図書館が契約しているDBや電子
ジャーナルを参照して対応する課題等が増加。
DBや電子ジャーナルはIPアドレスによる閲覧制限がか

かっており、キャンパス入構禁止下においては閲覧時
にVPN接続が必要。早々にVPNの接続数が上限に到達。



学認の活用
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 VPNの同時接続数の引き上げにはHWの更新が必
要(ライセンス追加のみでは不可)。機器納期などを
踏まえると数か月期間がかかる

 図書館から情報システム部に学認の利用相談(以前
からDBや電子ジャーナルの認証に学認が利用可能
なことは把握していたが、VPN以外の接続方法が増

えると案内が複雑になりわかりにくくなることを懸念し
未対応であった)

 図書館からDB、電子ジャーナルの契約先に学認対
応可否を一斉問い合わせ



学認の活用
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 学認対応の回答が得られたDB、電子ジャーナルに
ついて本学IdPに必要な設定追加

 問い合わせから1週間程度の期間で下記SPの追加
完了。学外からVPN接続無しで利用可能に

Maruzen eBook Library SpringerLink
bREADER cloud 
KinoDen

OUP Journal SAMS Shibboleth 2 
SP

Science Direct EBSCO host

ジャパンナレッジLib ProQuest

日経BP記事検索サービス
アカデミック版

Web of Science
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利用者への案内

http://www.ritsumei.ac.jp/lib/m02/010/e-book/
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利用者への案内
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利用者への案内



利用状況
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(参考)VPN増強後の状況・・
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2020/9月中旬にVPN増強完了
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